
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校訓『誠健勤和』

社会に出たときに、自分の力で生きていけるように 

      校長 千葉 良彦 

４月６日（木）、ＰＴＡ会長 中根 大介 様、同窓会長 日里 雅至 様、学校 

運営協議会会長 青木 賢亮 様をはじめ、多くのご来賓・地域・保護者の皆様の 

ご臨席のもと、８０名の新入生を迎える入学式を無事に挙行することができました 

ことに感謝申し上げます。 

保護者の皆様。改めましてお子様のご入学を心からお祝い申し上げます。お子様 

が誕生してから、これまで十数年にわたる子育ての期間において、たくさんの思い出とともに、たく

さんのご苦労があったことと推察いたします。 

この度のご入学をもって、お子様が社会に巣立つまで、子育ての期間も残り数年となりました。こ

れまでのご家庭でのご尽力に敬意を表するとともに、変化の激しいこれからの社会を、お子様が“自分

の力で生きていける”力を身に付けさせることを、学校の最大の責務ととらえ、教職員一同、力を尽く

して参ります。 

さて、４月７日（金）には新入生と先輩との「対面式」を、４月１６日（日）は「生徒総会」を行

いました。それぞれの場で、校長から、次のことをお子様にお伝えしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者・地域の皆様。 

今年度も、２２１名の子どもたちが意欲的に様々なことに挑戦し続けられるよう、教職員一同気持

ちを新たに力を尽くします。 

変わらぬご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

4月の西中 
ZERO運動月別目標 

「今年１年間の決意表明をしよう」 

月別 保健目標 

「生活リズムを作ろう！」 

６日（木）、令和５年度がスタートしました。 
始業式では、３年生    さんの伴奏で校

歌斉唱しました。生徒会代表として    さん、
２学年代表として    さん、３学年代表として 

    さんが、今年度の抱負を力強く述べま
した。 

入学式～ようこそ、西中へ！～一人ひとりの可能性をひらく～ 

 ６日（木）、８０名の新入生を迎え、令和５
年度入学式が挙行されました。少し大きめ
の制服に身を包んだ新入生は、緊張の
中、中学生としての第一歩を踏み出しまし
た。今年度は、人数制限を前年度より緩和
した入学式となり、保護者の皆様にお子様
の晴れ姿を見ていただくことができました。 
式の中では、新入生代表の    さん

が堂々とした態度で中学校生活での抱負
を述べ、続いて生徒会長の    さんによ
る歓迎の言葉では、先輩としてのたのもしさ
が感じられました。 
 これから学校と家庭・地域が一体となって
子どもの成長を支えていきたいと思います。
どうぞ、よろしくお願いいたします。 

－ 始業式 － 

富良野西中学校 

《学校だより》 

令和５年4月26日 

4月号 

学校の全ての活動は、みなさんが「社会に出たときに自分の力で生きていける」よう 

になるための予行練習です。学校は、社会に出るための練習の場なんです。 

成功も失敗も、どちらも自分の貴重な経験値となります。失敗を恐れず、たくさん経 

験を積んでください。 

とりわけ大切なのは、自分で考え、判断し、行動するときの、「根拠」や「理由」を、自 

分自身ではっきり言えるようになることです。 

なぜそう考えたのか、なぜそのような意見を述べようとしたのか、なぜそのように行 

動しようと決めたのか……。それぞれの“根拠”や“理由”を、自分なりの言葉で、「なぜ 

なら……」・「どうしてかというと……」・「だって～だから……」のように、自分自身に、あ 

るいは相手に説明できる力をつけてほしいです。 玄関ホール掲示より 

今年の体育大会（５月 27 日(土) 8:30 開会式 11:40 閉会式 雨天順延）は、参観に入場制限をかけま

せん。富良野市在住以外の祖父母の方や、ご親戚の方、地域の方々も積極的にお誘いいただき、たくさんの皆様

で、西中生徒のがんばりを応援していただけますよう、お願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度富良野西中学校 学校経営方針（グランドデザイン） 

校

訓 
誠 健 勤 和            

 

誇りと

使命 
ZERO運動の推進 

教 

育 

信 

条 

 

生徒を愛し 

一人一人を 

磨く教育 

＜具 体 目 標＞   高い知性 豊かな心 健やかな体 

＜目指す生徒像＞  ・自ら学び 自ら考え 自ら表現できる生徒 

                  ・思いやりがあり 進んで協力する生徒 

                  ・自ら鍛え 健康な生徒 

            

★推進の基本 

  学習指導要領に基づく教育  特色ある教育（ZERO運動）  社会に開かれた教育課程 

【育成すべき資質・能力】 

 （何を学ぶか）          （どのように学ぶか）            （何ができるようになるか） 

 

  

＜キーワード＞ 

   「ウィズコロナ」  「個別最適な学び（指導の個別化・学習の個性化）」  「協働的な学び」 

   「生徒指導提要」  「ウェルビーイング」  「働き方改革と部活動の地域移行」 

 ７日（金）に、対面式・部活動紹介が行われました。対面式は、初めて全 
校生徒が体育館に集まって顔を合わせることができました。この中で、生徒 
会役員が、生徒会組織やＺＥＲＯ運動、各種行事について説明をしました。 
その後、新入生を代表して    さんが、全学年の生徒が揃い緊張す 

る中、落ち着いた態度であいさつをしました。 
           

対面式後に行われた部活動紹介では、それぞれの部活動が発表をしました。発表
では、随所に工夫がみられ、分かりやすく、楽しい集会となりました。 

－対面式･部活動紹介－ 

－前期生徒総会－ 
 １６日（日）に前期生徒総会が行われました。 
今年度も、タブレットを活用し、ペーパーレスで総会を行いました。西

中生徒会は、生徒が主体となって活動しています。今年度も先輩方
が築いてきた伝統を引き継ぎ、さらに生徒全員で力を合わせ工夫した
生徒会活動になることを期待しています。 

－ＰＴＡ総会－ －交通安全教室－ 

 １６日（日）にＰＴＡ総会を開催しました。お忙しい
中、５０名の保護者の皆様にご参加いただき、あり
がとうございました。総会では、昨年度までできなか
った活動にも、今年度は取り組むことを提案した活
動計画を承認していただきました。 
今後も、学校と全てのご家庭で協力しながら、

子どもが安全で多くのことを学び吸収できる環境を
整えたいと思います。 

 １９日（水）に富良野警察署の山本
交通課長、交通安全推進委員の中
村さん、増田さんを招いて、交通安全
教室を行いました。この教室の中では、
ストラックアウトを活用した、全員参加の
クイズ形式で、交通安全について説明
をいただきました。自転車に乗る際は、
今回の学習を思い出してほしいと思い
ます。 

【お願い】  自転車乗車時にヘルメット着用が、努力義務となっております。大切な命を守るため、各ご 

家庭で、着用のご検討をお願いいたします。 

自転車通学がスタート
しています。乗り方には
十分、気を付けて登校し
てください。 

明日を築くたくましい生徒 
学校教育目標 

年度の重点目標 「一人ひとりの可能性をひらく教育活動の推進」 

 

知識・技能 

 

思考力・判断

力・表現力 

 

学びに向かう

力・人間性等 

 

 

 

学びに向か

う力・人間

性等 

活用できる知識・ 

技能 

 

根拠を説明できる

思考力・判断力・表

現力 

 

自他を尊重し、多

様な人と協働でき

る学びに向かう

力・人間性等 

(1)主体的に考え、判断し、確かな学力を育む学習指導 

○「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

○生徒の視点にもとづくわかる授業と評価の工夫 

(2)見方・考え方を働かせた学びの充実 

○各教科で育成する資質・能力を明確に押さえた見方・考え方の指導 

○各教科、総合、特活、道徳の相互の関連性を図る見方・考え方の活用 

(3)読解力や表現力を育むための指導の充実 

  ○朝読書や家読書の推進、各教科等における基礎的読解力向上の実践 

 ○自分の思いや考えを、根拠をもとに書いたり話したりする取組の充実 

(4)思いやりや感謝の心など豊かな心を育む道徳教育 

 ○考え議論する道徳を目指した道徳授業の充実 

  ○組織的な指導、特活や外部との連携等深い学びにつなげる指導の工夫 

(5)感動と共感を生む体験学習（活動）の推進 

 〇自己肯定感を育む体験学習（活動）の充実 

 〇他者理解を図り、協働や社会参画に目を向ける体験活動の工夫 

(6)個別最適な学びと協働的な学びの一体的推進 

 〇ＩＣＴの活用等、「リアル」と「デジタル」の最適な組合せによる指導

の工夫 

 〇組織的に取り組む不登校支援や特別支援教育の充実 

1 月 振替休業日（３年） 

2 火 家庭訪問（３年）① 

3 水 憲法記念日 

4 木 みどりの日 

5 金 こどもの日 

8 月 全校集会 ＣＳ協議会① 

9 火 家庭訪問（３年）② 

10 水 家庭訪問（３年）③ 

11 木 家庭訪問（３年）④ 

英語「話すこと」調査 

12 金 家庭訪問（３年）⑤ 

 

16 火 体育大会特別時間割開始 

24 水 体育大会総練習 

少年の主張大会 

26 金 前日準備 

27 土 体育大会 

29 月 振替休業日（27日分） 

 


